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一

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、「
α
ハ
ト
ニ
カ
ク
、
β
」
と
い
う
、
指
示
語
を
構
成
要

素
に
も
つ
形
式
の
成
立
過
程
を
、
構
文
的
特
徴
の
変
化
に
着
目
し
つ
つ
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

現
代
語
に
は
、
ト
ニ
カ
ク
と
い
う
副
詞
が
あ
る
。

（
1
）
ａ
初
子
は
と
に
か
く
優
し
い
。

ｂ
他
の
子
は
と
に
か
く
陽
仁
は
可
愛
い
。

（
1
ａ
）
の
ト
ニ
カ
ク
は
、
連
用
修
飾
す
る
副
詞
用
法
で
あ
り
、
単
独
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、（
1
ｂ
）
は
、「
他
の
子
」
の
こ
と
は
話
題
の
対

象
か
ら
〈
除
外
〉
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
陽
仁
」
が
話
題
の
対

象
で
あ
り
、
ま
た
「
可
愛
い
」
と
い
う
属
性
を
も
つ
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
（
1
ｂ
）
は
、
ト
ニ
カ
ク
の
直
前
に
は
休
止
や
間
投
詞
・
終
助
詞
等
を

置
く
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
直
後
に
は
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。

（
2
）
ａ
＊
他
の
子
は
｜
と
に
か
く
陽
仁
は
可
愛
い
（
1
）。

ｂ
＊
他
の
子
は
ね
と
に
か
く
陽
仁
は
可
愛
い
。

ｃ

他
の
子
は
と
に
か
く
｜
陽
仁
は
可
愛
い
。

ｄ

他
の
子
は
と
に
か
く
ね
、
陽
仁
は
可
愛
い
。

終
助
詞
を
置
く
こ
と
も
可
能
な
こ
と
か
ら
、
二
文
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と

も
で
き
る
（
2
）。

こ
の
構
文
的
特
徴
か
ら
、（
1
ｂ
）
の
例
は
、「
α
ハ
ト
ニ
カ
ク
、
β
」
と

い
う
固
定
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
α
と
β
は
共
に
明
示

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
1
ａ
）
と
形
式
的
に
区
別
が
つ
か
な
い

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
ト
ニ
カ
ク
の
類
義
語
で
あ
る
ト
モ
カ
ク
・
ト
モ
カ

ク
モ
に
も
み
ら
れ
る
。

（
3
）
ａ
他
の
子
は
と
も
か
く
、
陽
仁
は
可
愛
い
。

ｂ
他
の
子
は
と
も
か
く
も
、
陽
仁
は
可
愛
い
。

意
味
の
違
い
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
構
文
的
に
は
「
α
ハ
ト
モ
カ
ク
、
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β
」「
α
ハ
ト
モ
カ
ク
モ
、
β
」
は
、「
α
ハ
ト
ニ
カ
ク
、
β
」
に
等
し
い
。

「
α
ハ
ト
ニ
カ
ク
、
β
」
は
、
ハ
と
ト
ニ
カ
ク
と
い
う
複
数
の
要
素
が
結

合
し
、
あ
る
種
の
辞
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
複
合
辞

の
一
種
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
α
ハ
ト
ニ
カ
ク
、
β
」

と
い
う
形
式
を
、
ト
ニ
カ
ク
の
複
合
辞
用
法
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

二

先
行
研
究

ト
ニ
カ
ク
の
複
合
辞
用
法
に
つ
い
て
の
詳
細
な
議
論
は
、
管
見
の
限
り
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

現
代
語
の
ト
ニ
カ
ク
に
つ
い
て
は
、
飛
田
・
浅
田
（
一
九
九
四
）、
小
池

（
他
）（
二
〇
〇
二
）
や
、
類
義
語
ト
モ
カ
ク
を
取
り
上
げ
た
森
田
（
一
九
七

七
）
等
と
い
っ
た
辞
書
・
事
典
類
の
記
述
が
大
半
で
、
川
越
（
二
〇
〇
〇
）

に
お
い
て
副
詞
用
法
が
接
続
詞
ト
コ
ロ
デ
と
の
関
わ
り
の
中
で
触
れ
ら
れ
て

い
る
程
度
で
あ
る
。

「
α
ハ
ト
ニ
カ
ク
、
β
」
と
い
う
形
式
は
、
ト
ニ
カ
ク
と
い
う
副
詞
を
含

む
も
の
で
あ
る
が
、
山
崎
・
藤
田
（
二
〇
〇
一
）
や
松
木
（
二
〇
〇
九
）
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
複
合
辞
の
具
体
例
を
分
析
的
に
み
る
と
、
複
数
の
助
詞
や

動
詞
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
副
詞
を
含

む
も
の
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、「
α
ハ
ト
ニ
カ
ク
、

β
」
と
い
う
複
合
辞
は
例
外
的
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

古
代
語
で
は
、
ト
ニ
カ
ク
は
ト
ニ
カ
ク
ニ
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。

ト
ニ
カ
ク
ニ
は
、「﹇﹇
ト
﹈
ニ
﹈
＋
﹇﹇
カ
ク
﹈
ニ
﹈」
と
分
析
で
き
、
並
列

複
合
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ク
は
古
代
語
に
お
い
て
中
心
的
に
用

い
ら
れ
た
近
称
の
指
示
副
詞
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
ト
は
、
単
独
例
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
が
、
引
用
の
助
詞
ト
と
の
関
わ
り
と
共
に
、
指
示
副

詞
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
小
林
一
九
三
六
、
此
島
一

九
六
六
、
藤
田
二
〇
〇
〇
等
）。
し
た
が
っ
て
、
ト
ニ
カ
ク
ニ
は
、
指
示
副

詞
ト
・
カ
ク
に
そ
れ
ぞ
れ
ニ
が
下
接
し
、
複
合
語
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
吉
井
（
一
九
九
三
）
は
、
ト
テ
モ
の
語
史
を
記
述
す
る
際
、「
ト
―
カ

ク
―
」
と
い
う
形
式
の
中
古
・
中
世
に
お
け
る
結
合
度
が
、
そ
れ
以
降
の
時

代
に
比
べ
、
相
対
的
に
低
く
、
様
々
な
要
素
が
入
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
佐
藤
（
一
九
八
三
）
は
、
ト
カ
ク
系
指
示
詞
を
取
り
上
げ
る
中
で

ト
ニ
カ
ク
ニ
の
用
例
も
挙
げ
て
い
る
が
、
複
合
辞
用
法
に
関
す
る
記
述
は
み

ら
れ
な
い
。

な
お
、
迫
野
（
二
〇
〇
二
）
は
、
従
来
の
指
示
詞
研
究
が
定
称
の
コ
ソ
ア

を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
不
定
称
の
ド
や
「
ト
―
カ
ク

―
」
も
含
め
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
示
唆
に
富
む
。

ト
ニ
カ
ク
は
、
ト
と
カ
ク
と
い
う
指
示
副
詞
を
構
成
要
素
に
も
つ
複
合
語

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
代
語
の
ト
ニ
カ
ク
は
指
示
語
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
な
い
。
指
示
性
の
喪
失
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
指
示
詞
の
歴

史
的
変
化
と
い
う
点
か
ら
も
ト
ニ
カ
ク
は
興
味
深
い
問
題
を
有
し
て
い
る
と

い
え
る
。三

問
題
の
所
在

古
代
語
に
お
い
て
、
ト
ニ
カ
ク
は
ト
ニ
カ
ク
ニ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
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が
、
佐
藤
（
一
九
八
三
）
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
例
を
み
る
と
、
複
合
辞
用
法

の
例
は
み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
歴
史
的
過
程
に
お
い
て
、
複
合
辞
用
法
を

獲
得
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
過
程
は
、
一
応
次
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。

（
4
）
﹇
α
ハ

ト
ニ
カ
ク

述
語
句
﹈＞

﹇
α
ハ
ト
ニ
カ
ク
（
、）﹈﹇
β

述
語
句
﹈

し
か
し
、（
4
）
で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
過
程
を
辿
っ
た
の
か
明
ら
か

で
な
い
。
本
稿
で
明
ら
か
に
す
る
の
は
こ
の
構
造
変
化
が
生
じ
え
た
過
程
で

あ
る
。

四

調
査
資
料

ト
ニ
カ
ク
の
よ
う
な
語
彙
的
な
要
素
は
、
そ
も
そ
も
用
例
が
少
な
い
と
い

う
こ
と
や
、
特
定
の
資
料
に
偏
在
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

よ
り
多
く
の
例
を
収
集
す
る
た
め
、
主
に
コ
ー
パ
ス
資
料
を
用
い
る
。
本
稿

で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
よ
る
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書

店
）、『
噺
本
大
系
』（
東
京
堂
出
版
）、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
に
よ
る
『
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）、『
CD
-RO
M
版

明
治
の
文
豪
』（
新

潮
社
）
の
コ
ー
パ
ス
資
料
を
用
い
、
中
古
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
ト
ニ
カ
ク

（
ニ
）・
ト
モ
カ
ク
（
モ
）
に
該
当
す
る
用
例
を
検
索
・
収
集
し
た
。
作
品
や

用
例
が
重
複
す
る
場
合
は
、
基
本
的
に
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の

例
を
挙
げ
た
。

コ
ー
パ
ス
資
料
が
な
い
抄
物
や
狂
言
等
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
索
引
を
も

と
に
収
集
し
た
り
、
直
接
収
集
し
た
り
し
た
。
な
お
、
近
世
前
期
の
資
料
に

当
た
る
井
原
西
鶴
の
作
品
に
つ
い
て
は
、『
新
編
西
鶴
全
集
』（
勉
誠
出
版
）

が
あ
り
、
索
引
も
充
実
し
て
い
る
た
め
、
コ
ー
パ
ス
資
料
で
は
な
く
、
こ
ち

ら
を
利
用
し
た
（
3
）。

五

調
査
方
法

本
稿
で
は
、
六
節
で
示
す
現
代
語
の
ト
ニ
カ
ク
の
構
文
的
特
徴
を
参
考
に
、

古
代
語
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
複
合
辞
用
法
の
成
立
過
程
を
辿
っ
て

い
く
。
そ
の
際
、
意
味
変
化
や
指
示
性
の
喪
失
に
つ
い
て
も
押
さ
え
て
い
く
。

古
代
語
で
は
、
ト
ニ
カ
ク
ニ
と
い
う
形
で
あ
っ
た
た
め
、
ト
ニ
カ
ク
ニ
の

ニ
の
脱
落
が
い
つ
頃
生
じ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
も
注
意
す
る
。
音
形
の
変

化
は
、
意
味
変
化
、
構
造
変
化
の
前
後
に
生
じ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

時
代
の
区
切
り
に
つ
い
て
は
、
ト
ニ
カ
ク
ニ
の
初
出
が
み
ら
れ
る
中
古
か

ら
、
中
世
前
期
（
鎌
倉
）、
中
世
後
期
（
室
町
）、
近
世
前
期
（
宝
暦
以
前
）、

近
世
後
期
（
宝
暦
以
後
）、
近
代
（
明
治
・
大
正
）、
現
代
（
昭
和
・
平
成
）

と
す
る
。
地
域
差
に
つ
い
て
は
、
十
分
議
論
で
き
る
ほ
ど
の
用
例
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
で
は
考
慮
し
な
い
。

六

現
代
語
の
ト
ニ
カ
ク

本
節
で
は
、
現
代
語
の
様
相
を
押
さ
え
て
お
く
。

現
代
語
の
ト
ニ
カ
ク
に
は
、
大
き
く
、
副
詞
用
法
、
複
合
辞
用
法
の
二
種

が
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
現
代
語
の
ト
ニ
カ
ク
の
複
合
辞
用
法
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
、

こ
れ
ま
で
詳
細
な
議
論
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
飛

田
・
浅
田
（
一
九
九
四
）
の
辞
書
類
や
、
川
越
（
二
〇
〇
〇
）
に
お
い
て
、

102



副
詞
用
法
と
共
に
考
察
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
ト
ニ
カ
ク
の
構
文
的
特
徴
に
加
え
、
複
合
辞
用
法
の
α
と

β
に
入
る
名
詞
句
の
意
味
論
的
関
係
に
つ
い
て
論
者
が
確
認
し
た
も
の
を
整

理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
5
）
副
詞
用
法

Ⅰ
ト
ニ
カ
ク

＋

命
令
・
意
志

ａ
ト
ニ
カ
ク

＋

命
令

ｂ
ト
ニ
カ
ク

＋

意
志

Ⅱ
ト
ニ
カ
ク

＋

事
実
・
判
断

ｃ
疑
問
表
現

＋

ト
ニ
カ
ク

＋

事
実
・
判
断

ｄ
逆
接
表
現

＋

ト
ニ
カ
ク

＋

事
実
・
判
断

ｅ
例
示
表
現

＋

ト
ニ
カ
ク

＋

事
実
・
判
断

ｆ
除
外
表
現

＋

ト
ニ
カ
ク

＋

事
実
・
判
断

複
合
辞
用
法

Ⅲ
α
ハ
ト
ニ
カ
ク
、
β

ｇ
α
と
β
は
意
味
論
的
に
対
義
関
係

ｈ
α
と
β
は
意
味
論
的
に
類
義
関
係

ｉ
α
と
β
は
意
味
論
的
な
対
義
関
係
・
類
義
関
係
な
し

次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

（
6
）
Ⅰ
ａ
と
に
か
く
急
ぎ
な
さ
い
。

ｂ
と
に
か
く
や
る
よ
。

Ⅱ
ｃ
太
郎
は
勝
っ
た
の
か
、
と
に
か
く
試
合
会
場
に
急
い
だ
。

ｄ
怒
ら
れ
る
と
分
か
っ
て
い
る
け
ど
、
と
に
か
く
家
出
を
し
た
。

ｅ
夏
休
み
は
プ
ー
ル
と
か
花
火
と
か
、
と
に
か
く
遊
ん
だ
。

ｆ
Ａ
「
阪
大
に
合
格
で
き
る
か
な
」

Ｂ
「
と
に
か
く
、
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
だ
け
だ
」

Ⅲ
ｇ
父
は
と
に
か
く
、
母
は
授
業
参
観
に
来
た
。

ｈ
林
檎
は
と
に
か
く
、
蜜
柑
は
食
べ
よ
う
。

ｉ
本
は
と
に
か
く
、
食
品
は
買
お
う
。

次
に
意
味
的
特
徴
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
ト
ニ
カ
ク
は
、
飛
田
・
浅
田

（
一
九
九
四
）
で
「
不
確
定
の
要
素
を
無
視
す
る
様
子
を
表
す
」
と
あ
り
、

川
越
（
二
〇
〇
〇
）
で
は
「「
前
件
で
述
べ
た
こ
と
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、

後
件
で
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
る
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
の
内
容
を
〈
除
外
〉
す
る
こ
と
に
中
心
的
意
味
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
意
味
的
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
〈
話
題
の
流
れ
を
断
つ
〉
こ
と
に
も
繋

が
る
た
め
、
そ
の
解
釈
の
一
つ
と
し
て
、
ト
ニ
カ
ク
の
後
件
が
、
話
題
の

〈
結
論
〉
を
表
す
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
〈
除
外
〉
と
い
う
意
味
的
特
徴
は
、
副
詞
用
法
・
複
合
辞
用
法
共
に

認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
ト
ニ
カ
ク
に
は
、
話
題
の
転
換
を
表
す
接
続
詞
と
し
て
用
い
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
川
越
二
〇
〇
〇
）。
し
か
し
、

ト
コ
ロ
デ
と
比
べ
、「
段
落
間
、
話
段
間
の
連
接
も
す
れ
ば
、
文
の
中
の
成

分
の
連
接
も
お
こ
な
う
」（
川
越
二
〇
〇
〇
）
た
め
、
他
の
接
続
詞
と
は
や

や
趣
が
異
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
接
続
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
み
え

る
場
合
は
、
副
詞
用
法
の
ト
ニ
カ
ク
が
文
頭
に
現
れ
た
も
の
と
捉
え
て
お
く
。

話
題
の
転
換
も
、
前
段
落
の
話
題
を
〈
除
外
〉
し
新
た
な
話
題
を
取
り
上
げ

103



る
と
い
う
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

七

調
査
結
果

七
・
一

量
的
分
布

ま
ず
、
今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
た
ト
ニ
カ
ク
（
ニ
）
の
量
的
分
布
を
示
す
。

詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
ト
ニ
カ
ク
（
ニ
）
と
比
較
す
る
た
め
、
類
義
語
の
ト

モ
カ
ク
（
モ
）
の
量
的
分
布
も
併
せ
て
示
す
。

表
一

量
的
分
布中古

中世後期

近世後期

ト
ニ
カ
ク
ニ

15

28

中世前期

近世前期

近代

14

15

6

0

ト
モ
カ
ク

14

ト
ニ
カ
ク

0

0

12

ト
モ
カ
ク
モ

224

74

66

7

318

44

59

134

0

601 337 92
計

618 429

0

0

0

0

17

計

239

58

17

102

81

92

475

1047

ト
ニ
カ
ク
の
初
出
は
近
世
前
期
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
4
）。
ト
ニ
カ
ク
ニ
は

近
世
後
期
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
近
代
に
入
る
と
、
ト
ニ
カ
ク

が
優
勢
に
な
る
。
内
省
を
働
か
せ
て
も
、
現
代
で
は
ト
ニ
カ
ク
ニ
を
用
い
る

こ
と
は
な
い
。

一
方
、
ト
モ
カ
ク
は
、
近
代
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
時
代
で

は
ト
モ
カ
ク
モ
の
方
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ト
ニ
カ
ク
ニ
と
違
い
、
ト
モ
カ
ク

モ
は
ト
モ
カ
ク
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
現
代
に
お
い
て
も
共
存

し
て
い
る
（
5
）。

七
・
二

構
文
的
特
徴

前
節
で
、
ト
ニ
カ
ク
（
ニ
）・
ト
モ
カ
ク
（
モ
）
の
量
的
分
布
を
示
し
た
。

本
節
で
は
、
ト
ニ
カ
ク
（
ニ
）
の
構
文
的
特
徴
の
分
布
を
明
ら
か
に
す
る
。

現
代
語
の
様
相
か
ら
、
ま
ず
複
合
辞
用
法
以
外
の
も
の
を
大
き
く
副
詞
用
法

と
し
、
副
詞
用
法
・
複
合
辞
用
法
に
二
分
し
、
大
ま
か
な
構
文
的
特
徴
の
分

布
を
示
す
。

0

6

15

14

近代

近世前期

中世前期

27

15

トニカクニ

近世後期

中世後期

中古

表
二

副
詞
用
法
・
複
合
辞
用
法
の
量
的
分
布

0

279

7

0

0

0

12

0

0

トニカク

0

1

0

14

14

15

計

39

0

0

0

0

92337
計

911298

副
詞

複
合
辞

429

324

26

22

28

39

副
詞

複
合
辞

表
二
で
ま
ず
目
に
付
く
の
は
、
中
世
後
期
に
一
例
、
ト
ニ
カ
ク
ニ
の
複
合

辞
用
法
が
確
認
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
次
の
例
で
あ
る
。
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（
7
）
「
こ
の
袖
枕
、
欺
き
く
ど
き
給
ふ
と
も
、
そ
の
か
い
よ
も
あ
ら
じ
。

い
か
な
る
人
を
も
語
ら
ひ
て
、
憂
き
に
別
れ
し
名
残
を
も
、
慰
み
給

へ
」
と
す
ゝ
め
ら
れ
、
先
立
つ
人
（
＝
亡
き
妻
）
は
と
に
か
く
に
、

残
る
憂
き
身
（
＝
自
分
・
夫
）
の
悲
し
さ
よ
と
、
思
ひ
ご
と
も
よ
し

な
し
と
て
、
と
も
か
く
も
御
は
か
ら
ひ
と
あ
り
け
れ
ば
、﹇
…
﹈

（『
鉢
か
づ
き
』、
旧
、
六
〇
頁
）

「
先
立
つ
人
（
＝
亡
き
妻
）
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
残
さ
れ
た
辛
い
我
が

身
が
悲
し
い
」
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
先
立
つ
人
」
と
「
残
る
憂

き
身
」
が
対
比
さ
れ
、「
先
立
つ
人
」
に
つ
い
て
は
今
は
言
及
対
象
か
ら

〈
除
外
〉
す
る
意
が
読
み
取
れ
る
。「
α
ハ
ト
ニ
カ
ク
ニ
、
β
」
の
形
式
と
い

え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
後
期
に
ト
ニ
カ
ク
ニ
の
複
合
辞
用
法
が
確
認
で

き
る
が
、
し
か
し
、
調
査
の
限
り
に
お
い
て
、
中
古
か
ら
近
代
を
通
じ
て
、

ト
ニ
カ
ク
ニ
の
複
合
辞
用
法
は
こ
の
一
例
に
限
ら
れ
る
。（
8
）
に
示
す
よ

う
に
ト
モ
カ
ク
モ
に
は
、
中
古
の
時
点
で
複
合
辞
用
法
が
み
ら
れ
る
こ
と
を

併
せ
る
と
、
ト
ニ
カ
ク
ニ
と
ト
モ
カ
ク
モ
の
形
態
上
・
意
味
上
の
類
似
か
ら

誤
写
が
生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
判
断
に
迷
う
例
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

一
応
表
に
は
複
合
辞
用
法
の
例
と
し
て
挙
げ
る
も
の
の
、
保
留
し
た
い
。

（
8
）
た
だ
、
さ
り
ぬ
べ
か
ら
む
を
り
は
と
も
か
く
も
、
げ
に
か
ば
か
り
の

折
節
に
は
、
深
か
り
け
る
頼
み
心
に
、
も
て
省
く
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。

（『
夜
の
寝
覚
』、
新
、
三
四
五
頁
）

紙
幅
の
都
合
上
、
前
文
脈
を
省
略
し
て
お
り
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な

い
が
、「
さ
り
ぬ
べ
か
ら
む
を
り
（
＝
差
し
障
り
の
な
い
時
）」
と
「
か
ば
か

り
の
折
節
（
＝
宰
相
を
起
こ
し
た
く
な
い
今
夜
）」
が
対
比
さ
れ
、「
さ
り
ぬ

べ
か
ら
む
を
り
」
で
あ
れ
ば
来
て
よ
い
と
し
て
も
、
今
は
そ
う
で
は
な
い

「
か
ば
か
り
の
折
節
」
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
α
ハ
ト
モ
カ
ク

モ
、
β
」
の
形
式
で
あ
る
。

さ
て
、
表
二
か
ら
、
近
代
に
ト
ニ
カ
ク
の
複
合
辞
用
法
が
成
立
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
こ
で
次
節
以
降
、
複
合
辞
用
法
成
立
の
前
代
で
あ
る
近
世
と
、

近
代
に
焦
点
を
当
て
、
ト
ニ
カ
ク
の
複
合
辞
用
法
の
成
立
過
程
を
考
察
し
た

い
。
本
節
で
は
大
き
く
副
詞
用
法
と
し
た
例
に
も
、
い
く
つ
か
の
文
型
が
あ

る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
中
か
ら
複
合
辞
用
法
成
立
に
関
わ
る
特
徴
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。

七
・
三

近
世
の
ト
ニ
カ
ク

七
・
三
・
一

副
詞
用
法
の
下
位
分
類

近
世
に
お
い
て
、
ト
ニ
カ
ク
は
全
一
九
例
確
認
で
き
た
。
前
節
で
は
こ
れ

ら
す
べ
て
を
副
詞
用
法
と
一
括
し
た
が
、
本
節
で
は
下
位
分
類
を
お
こ
な
い
、

複
合
辞
用
法
へ
の
変
化
の
過
程
に
繋
が
る
特
徴
が
な
い
か
確
認
し
た
い
。
ま

ず
、
例
を
挙
げ
る
。

（
9
）
ａ
と
に
か
く
此
世
の
も
の
と
は
思
は
れ
ず
。

（『
二
休
咄
』、
噺
、
二
八
〇
頁
）

ｂ
や
う
〳
〵
思
案
を
定
め
て
も
、
兎
に
角
涙
は
と
ゞ
ま
ら
ず
、
気
よ

り
病
の
さ
し
起
る
、
癪
を
お
さ
へ
て
ゐ
た
り
け
る
。

（『
春
色
辰
巳
園
』
巻
八
、
旧
、
三
七
〇
頁
）

（

）
ａ
﹇
…
﹈、
人
も
泣
か
る
ゝ
わ
か
れ
な
り
し
が
、
心
待
ち
す
る
か

10

た
〴
〵
と
に
か
く
か
し
が
ま
し
と
て
、﹇
…
﹈
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（『
芭
蕉
翁
終
焉
記
』、
新
、
四
六
一
頁
）

ｂ
正
鵠
は
と
に
か
く
稀
な
り
け
り
。

（『
近
世
説
美
少
年
録
』
第
二
十
四
回
、
新
、
一
二
〇
頁
）

（

）
左
四
「
そ
う
聞
ま
し
た
よ
。
と
に
か
く
商
人
は
不
承
勝
ち
だ
。
わ
し

11

に
任
せ
て
了
簡
さ
っ
し
ゃ
る
が
よ
い
。

（『
お
染
久
松
色
読
販
』、
旧
、
一
九
二
頁
）

（

）
ａ
作
「
ヤ
ヤ
最
う
往
〳
〵
。
兎
に
角
咄
が
長
な
つ
て
な
ら
ん
ハ
。
し

12

か
ら
ば
、
イ
ヤ
皆
さ
ん
こ
れ
に
（『
浮
世
床
』、
新
、
二
八
七
頁
）

ｂ
何
処
の
国
に
か
物
を
小
さ
く
し
て
す
む
も
の
か
。
お
れ
は
酒
を
呑

む
と
兎
に
角
万
端
気
に
か
ゝ
つ
て
な
ら
ぬ
。

（『
酩
酊
気
質
』、
新
、
一
九
八
頁
）

（
9
）
は
動
詞
述
語
を
修
飾
す
る
例
、（

）
は
形
容
詞
述
語
を
修
飾
す
る

10

例
、（

）
は
名
詞
述
語
を
修
飾
す
る
例
で
あ
る
。
副
詞
は
基
本
的
に
用
言

11

を
修
飾
す
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
ト
ニ
カ
ク
は
、
形
容
詞
述
語
・
名
詞
述
語

に
も
み
ら
れ
る
。
属
性
叙
述
文
と
共
起
す
る
例
は
全
一
九
例
中
四
例
み
ら
れ

る
。（

）
は
、
否
定
表
現
と
共
起
す
る
例
で
あ
る
（（
9
）
も
）。
こ
の
よ
う

12
に
否
定
表
現
と
共
起
す
る
例
は
、
全
一
九
例
中
八
例
と
、
約
四
割
に
上
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
近
世
の
副
詞
用
法
に
は
、
動
詞
述
語
文
で
あ
る
事
象
叙

述
文
だ
け
で
な
く
、
属
性
叙
述
文
と
も
共
起
す
る
こ
と
、
ま
た
否
定
表
現
と

共
起
す
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

七
・
三
・
二

指
示
性
の
喪
失

本
節
で
は
、
指
示
性
の
喪
失
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

ま
ず
、
ト
ニ
カ
ク
ニ
に
は
、「
あ
れ
こ
れ
と
」
と
い
う
、
複
数
の
対
象
を

包
括
的
に
指
示
す
る
指
示
語
と
し
て
解
釈
で
き
る
例
が
み
ら
れ
る
。
現
場
や

文
脈
中
に
指
示
対
象
が
な
い
た
め
、
観
念
指
示
用
法
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

（

）
又
人
の
智
恵
は
、
い
か
ほ
ど
か
し
こ
く
て
も
限
り
あ
り
て
、﹇
…
﹈、

13

す
べ
て
の
人
の
料
簡
に
は
お
よ
び
が
た
き
事
お
ほ
け
れ
ば
、
と
に
か

く
に
世
の
中
の
事
は
、
神
の
御
は
か
ら
ひ
な
ら
で
は
、
か
な
は
ぬ
も

の
な
り
。

（『
玉
く
し
げ
』、
旧
、
三
四
〇
頁
）

で
は
ト
ニ
カ
ク
に
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
は
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

（

）
ａ
今
は
二
親
の
な
げ
き
給
ふ
を
は
な
せ
ば
、
母
の
親
、
こ
と
さ
ら
に

14

恋
し
か
り
て
、
と
に
か
く
帰
れ
と
の
仰
せ
に
よ
つ
て
、﹇
…
﹈

（『
懐
硯
』
巻
二
、
西
、
一
一
頁
）

ｂ
そ
れ
も
お
ま
へ
さ
ん
。
遊
び
に
参
る
な
ら
ま
だ
し
も
で
ご
ざ
い
ま

す
か
、
意
地
の
き
た
な
い
人
で
、
兎
に
角
近
所
の
娘
御
や
何
や
角

や
、
い
ぢ
り
散
し
ま
し
て
、
人
聞
も
悪
う
ご
ざ
い
ま
す
の
さ

（『
浮
世
風
呂
』
二
編
巻
之
下
、
旧
、
一
五
一
頁
）

（

ａ
）
は
、
近
世
前
期
の
例
で
あ
る
。
両
親
が
嘆
い
て
い
る
こ
と
を
知

14
り
、
母
親
の
元
に
帰
ろ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
が
、
こ
の
例
の
ト
ニ
カ
ク
に

は
、
複
数
の
対
象
を
指
示
す
る
意
を
読
み
取
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
ト
ニ
カ
ク

に
は
、
そ
の
成
立
時
か
ら
、
指
示
性
を
も
た
な
い
例
が
存
在
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
例
が
指
示
性
を
も
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
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（

ｂ
）
は
、
近
世
後
期
の
『
浮
世
風
呂
』
の
例
で
あ
る
が
、「
あ
れ
こ
れ

14と
」
近
所
の
娘
御
等
を
い
じ
り
散
ら
す
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、

こ
の
例
に
お
い
て
も
、「
何
か
に
つ
け
て
い
ぢ
り
散
ら
す
」
サ
マ
が
甚
だ
し

い
こ
と
を
、
ト
ニ
カ
ク
で
表
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
、
複
数
の

対
象
を
指
示
す
る
と
い
う
本
来
の
指
示
機
能
か
ら
は
外
れ
る
例
と
み
る
こ
と

も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
に
お
い
て
ト
ニ
カ
ク
は
成
立
し
た
が
、
指
示
機
能
を

も
た
な
い
例
が
、
成
立
時
に
す
で
に
み
ら
れ
る
。

七
・
四

近
代
の
ト
ニ
カ
ク

七
・
四
・
一

複
合
辞
用
法
の
初
出
例

前
節
ま
で
に
、
近
世
の
ト
ニ
カ
ク
は
副
詞
用
法
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
指
示

性
を
も
た
な
い
ト
ニ
カ
ク
の
例
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
を
み
た
。
本
節
で
は
、

近
代
の
ト
ニ
カ
ク
を
み
て
い
く
。

ま
ず
、
本
調
査
に
お
い
て
確
認
で
き
た
複
合
辞
用
法
の
初
出
例
を
挙
げ
る
。

（

）
ａ
さ
り
と
て
お
寺
の
娘
に
左
り
褄
、
お
釈
迦
が
三
味
ひ
く
世
は
知
ら

15

ず
人
の
聞
え
少
し
は
憚
か
ら
れ
て
、
田
町
の
通
り
に
葉
茶
屋
の
店

を
奇
麗
に
し
つ
ら
ヘ
、
帳
場
格
子
の
う
ち
に
こ
の
娘
を
据
へ
て
愛

敬
を
売
ら
す
れ
ば
、
秤
り
の
目
は
と
に
か
く
勘
定
し
ら
ず
の
若
い

者
な
ど
、
何
が
な
し
に
寄
つ
て
大
方
毎
夜
十
二
時
を
聞
く
ま
で
店

に
客
の
か
げ
絶
え
た
る
事
な
し
、

（『
た
け
く
ら
べ
』、
明
）

ｂ
「
そ
れ
は
御
深
切
に
難
有
う
存
じ
ま
す
。
私
は
と
に
か
く
、
間
さ

ん
は
こ
れ
か
ら
お
美
い
御
妻
君
を
お
持
ち
遊
ば
す
大
事
の
お
躯
で

ゐ
ら
つ
し
や
る
の
を
、
私
の
や
う
な
者
の
為
に
御
迷
惑
遊
ば
す
や

う
な
事
が
御
座
い
ま
し
て
は
何
と
も
済
み
ま
せ
ん
で
す
か
ら
、
私

自
今
慎
み
ま
す
で
ご
ざ
い
ま
す
」

（『
金
色
夜
叉
』、
明
）

（

ａ
）
は
『
た
け
く
ら
べ
』（
一
八
九
五
―
一
八
九
六
年
）
の
例
で
あ
り
、

15

（

ｂ
）
は
、『
金
色
夜
叉
』（
一
八
九
七
―
一
九
〇
二
年
）
の
例
で
あ
る
。

15つ
ま
り
、ト
ニ
カ
ク
の
複
合
辞
用
法
は
明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代

前
半
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。そ
こ
で
以
下
、『
CD
-RO
M

版

明
治
の
文
豪
』
所
収
の
作
品
を
対
象
に
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
一

〇
年
代
ま
で
、
十
年
単
位
で
ト
ニ
カ
ク
の
様
相
を
示
し
、
変
化
の
過
程
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

七
・
四
・
二

量
的
分
布

調
査
の
結
果
、
動
詞
修
飾
用
法
・
形
容
詞
修
飾
用
法
・
名
詞
修
飾
用
法
・

述
語
用
法
・
複
合
辞
用
法
に
分
類
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
分
類
に
従
い
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
ま
で
の
ト
ニ
カ
ク
の

量
的
分
布
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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6

0

1

述語

形容詞修飾

0

8

一
八
八
〇

複合辞

名詞修飾

動詞修飾

表
三

構
文
的
特
徴
毎
の
量
的
分
布16127

8

3

18

1

24

22

99

一
九
〇
〇

2

0

7

一
八
九
〇

0

一
九
一
〇

33

207

計

0

93

13

13

計9166318

39

4

35

以
下
、
用
例
を
確
認
し
て
い
く
。

七
・
四
・
三

一
八
八
〇
年
代

一
八
八
〇
年
代
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
み
ら
れ
る
。

（

）
ａ
―
自
分
は
起
上
ッ
た
。「
ど
う
す
る
も
ん
か
！
―
と
思
ッ
た
―
と

16

に
か
く
顔
だ
け
は
見
て
置
い
た
、﹇
…
﹈
(『
め
ぐ
り
あ
ひ
』、
明
）

ｂ
﹇
…
﹈、
そ
の
後
は
、
昇
に
飽
い
た
の
か
、
珍
ら
し
く
な
く
な
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
何
か
争
い
で
も
し
た
の
か
、
ど
う
し
た
の
か

解
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
昇
が
来
な
い
と
て
も
、
も
ウ
心
配
も
せ

ず
、
来
た
と
て
、
一
向
構
わ
な
く
な
ッ
た
。

（『
浮
雲
』、
明
）

（

）
は
動
詞
修
飾
用
法
で
あ
る
。（

ｂ
）
は
否
定
表
現
と
共
起
し
て
い

16

16

る
。
こ
の
点
、
近
世
の
様
相
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

七
・
四
・
四

一
八
九
〇
年
代

一
八
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
次
の
よ
う
な
例
が
み
ら
れ
る
。

（

）
ａ
自
分
に
も
何
が
残
念
だ
か
判
ら
ぬ
が
、
と
に
か
く
残
念
で
残
念
で

17

耐
ら
ぬ
。

（『
片
恋
』、
明
）

ｂ
「
そ
れ
は
、
お
若
い
で
さ
う
有
ら
う
。
甚
だ
失
敬
な
が
ら
、
す
い

ぢ
や
申
し
て
見
や
う
。
な
。
貴
方
も
お
若
け
り
や
間
も
若
い
。
若

い
男
の
所
へ
若
い
女
子
が
度
々
出
入
し
た
ら
、
そ
ん
な
事
は
無
う

て
も
、
人
が
か
れ
こ
れ
言
ひ
易
い
、
可
え
で
す
か
、
そ
し
た
ら
、

間
は
と
に
か
く
じ
や
、
赤
樫
様
と
云
ふ
者
の
あ
る
貴
方
の
躯
に
疵

が
付
く
。
そ
り
や
、
不
為
ぢ
や
あ
り
ま
す
ま
い
か
、
あ
あ
」

（『
金
色
夜
叉
』、
明
）

ｃ
「
そ
れ
は
御
深
切
に
難
有
う
存
じ
ま
す
。
私
は
と
に
か
く
、
間
さ

ん
は
こ
れ
か
ら
お
美
い
御
妻
君
を
お
持
ち
遊
ば
す
大
事
の
お
躯
で

ゐ
ら
つ
し
や
る
の
を
、
私
の
や
う
な
者
の
為
に
御
迷
惑
遊
ば
す
や

う
な
事
が
御
座
い
ま
し
て
は
何
と
も
済
み
ま
せ
ん
で
す
か
ら
、
私

自
今
慎
み
ま
す
で
ご
ざ
い
ま
す
」

（『
金
色
夜
叉
』、
明
）

（

ａ
）
は
直
前
に
否
定
表
現
と
逆
接
の
接
続
助
詞
ガ
が
み
え
る
例
で
あ

17
る
。（
5
Ⅱ
ｄ
）
の
例
で
あ
る
。（

ｂ
）
は
コ
ピ
ュ
ラ
を
伴
い
、
述
語
句
と

17

な
っ
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
BCCW
J
に
よ
っ
て
ト
ニ
カ
ク
の
例
を

検
索
す
る
と
、
全
七
〇
九
八
例
中
わ
ず
か
三
例
し
か
観
察
さ
れ
な
い
用
法
で

あ
る
。
最
後
に
（

ｃ
）
は
、
複
合
辞
用
法
の
例
で
あ
る
。

17

こ
の
よ
う
に
、
一
八
九
〇
年
代
に
複
合
辞
用
法
の
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
が
、（

ｂ
）
の
よ
う
な
、
現
代
で
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
が
、

17
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確
か
に
許
容
さ
れ
る
特
徴
的
な
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
例
は
ト
ニ
カ
ク
が
述

語
句
と
し
て
働
く
例
で
あ
る
が
、「
間
の
こ
と
は
さ
て
お
き
」
と
い
う
「
間
」

を
考
慮
外
に
置
く
〈
除
外
〉
の
意
味
が
認
め
ら
れ
る
。
次
の
よ
う
な
構
造
を

も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
﹇
α
ハ
ト
ニ
カ
ク
φ
じ
ゃ
﹈（
。）﹇
β
…
﹈。

18つ
ま
り
「
α
ハ
ト
ニ
カ
ク
、
β
」
の
、
ト
ニ
カ
ク
の
直
後
に
置
く
こ
と
が

で
き
る
休
止
部
分
が
文
末
と
な
り
、
二
文
で
表
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

七
・
四
・
五

一
九
〇
〇
年
代
以
降

一
八
九
〇
年
代
に
ト
ニ
カ
ク
の
複
合
辞
用
法
の
初
出
例
が
確
認
さ
れ
た
。

一
九
〇
〇
年
代
以
降
は
、
前
節
で
み
た
構
文
的
特
徴
を
も
つ
例
が
多
く
み
ら

れ
る
。

（

）
ａ
前
か
ら
見
え
て
い
た
の
か
顔
を
あ
げ
る
途
端
に
見
え
だ
し
た
の
か

19

判
然
し
な
い
が
、
と
に
か
く
雨
を
透
し
て
よ
く
見
え
る
。

（『
琴
の
そ
ら
音
』、
明
）

ｂ
折
々
は
団
扇
で
も
使
っ
て
み
よ
う
と
云
う
気
も
起
ら
ん
で
は
な
い

が
、
と
に
か
く
握
る
事
が
出
来
な
い
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。

（『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』、
明
）

ｃ
平
岡
は
こ
の
時
始
め
て
声
を
出
し
て
笑
っ
た
。「
若
け
り
ゃ
猶
結

構
じ
ゃ
な
い
か
」「
と
に
か
く
家
の
奴
は
好
く
な
い
よ
」

（『
そ
れ
か
ら
』、
明
）

ｄ
「
貴
女
は
能
く
そ
ん
な
事
を
言
う
け
れ
ど
、
貴
女
に
些
と
も
悪
い

所
は
な
い
、
皆
時
が
悪
い
の
だ
。
が
、
ま
あ
、
そ
れ
は
と
に
か
く

さ
、
貴
女
が
そ
う
い
う
訳
で
家
を
出
た
の
な
ら
、
こ
れ
は
ど
う
し

て
も
千
葉
へ
は
遣
れ
ん
ね
え
。

（『
其
面
影
』、
明
）

ｅ
山
の
眺
め
は
と
に
か
く
、
海
の
景
色
は
晴
れ
ん
け
り
ゃ
駄
目
で
す

な
ア
な
ど
と
話
合
う
。

（『
浜
菊
』、
明
）

八

考
察

前
節
ま
で
に
近
世
・
近
代
の
ト
ニ
カ
ク
に
関
す
る
言
語
事
実
を
記
述
し
た
。

そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（

）
近
世

20

ａ
近
世
前
期
に
ト
ニ
カ
ク
の
初
出
例
が
確
認
で
き
る

ｂ
ト
ニ
カ
ク
は
、
事
象
叙
述
文
だ
け
で
な
く
、
属
性
叙
述
文
で
も
用

い
ら
れ
る

ｃ
否
定
表
現
と
の
共
起
例
が
約
四
割
み
ら
れ
る

ｄ
指
示
性
を
も
た
な
い
例
が
確
認
で
き
る

近
代

ｅ
明
治
三
〇
年
前
後
か
ら
複
合
辞
用
法
が
確
認
で
き
る

ｆ
コ
ピ
ュ
ラ
を
伴
い
、
述
語
句
と
な
る
例
が
み
ら
れ
る

（

）
を
基
に
、
ト
ニ
カ
ク
の
複
合
辞
用
法
の
成
立
過
程
を
考
え
た
い
。

20ま
ず
、
近
世
前
期
に
ト
ニ
カ
ク
の
初
出
例
が
確
認
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
。

中
世
ま
で
「﹇
ト
ニ
﹈
＋
﹇
カ
ク
ニ
﹈」
と
い
う
語
構
成
を
も
ち
、
複
数
性
が

形
態
上
確
認
で
き
た
ト
ニ
カ
ク
ニ
の
ニ
が
脱
落
し
た
こ
と
は
、
そ
の
複
数
性

が
意
識
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
の
顕
れ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
近
世
前
期
に
、

指
示
性
を
も
た
な
い
例
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
ト
ニ
カ
ク
ニ
の
複
数
性
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と
は
、〈
指
示
対
象
が
複
数
あ
る
〉
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
ニ
の
脱
落
は
、

〈
複
数
〉
を
表
す
、
と
い
う
点
を
形
態
的
に
揺
る
が
す
も
の
で
あ
る
。

次
に
事
象
叙
述
文
だ
け
で
な
く
属
性
叙
述
文
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
。
近
世
に
お
い
て
、
属
性
叙
述
文
に
も
用
い
ら
れ
る
例
が
確
認
で
き
た

こ
と
は
、
修
飾
先
の
範
囲
が
広
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
代
に
お

い
て
、
ト
ニ
カ
ク
が
コ
ピ
ュ
ラ
を
伴
い
述
語
句
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
が
確

認
で
き
る
こ
と
と
関
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（

）
α

は

ト
ニ
カ
ク

名
詞
述
語

＋

ダ

21

＞

α

は

ト
ニ
カ
ク

φ

ダ

こ
の
よ
う
に
修
飾
先
の
述
語
が
省
略
さ
れ
、
コ
ピ
ュ
ラ
が
下
接
す
る
例
は
、

ナ
カ
ナ
カ
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。

（

）
こ
の
皿
は
な
か
な
か
（
φ
）
だ
ね
。

22ナ
カ
ナ
カ
も
事
象
叙
述
文
だ
け
で
な
く
、
属
性
叙
述
文
で
も
用
い
ら
れ
る

副
詞
で
あ
る
（
塚
原
二
〇
〇
三
ａ
・
二
〇
〇
三
ｂ
、
渡
辺
二
〇
〇
一
の
例
を

参
照
）。

す
な
わ
ち
、（
2
ｄ
）、（

ｂ
）
で
挙
げ
た
よ
う
な
、
一
文
と
も
二
文
と

17

も
解
釈
で
き
る
述
語
化
と
い
う
過
程
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
立
し
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
属
性
叙
述
文
と
の
共
起
が
、

ト
ニ
カ
ク
が
述
語
句
と
な
る
契
機
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ト
ニ
カ
ク
の
複
合
辞
用
法
の
構
造
は
、
述
語
化
と
い

う
過
程
を
経
て
、
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
否
定
表
現
と
の
共
起
に
つ
い
て
。
近
世
の
ト
ニ
カ
ク
は
、
否
定

表
現
と
の
共
起
が
約
四
割
に
上
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
複
合
辞
用
法
の
成
立

に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、〈
除
外
〉
の
意
味

を
獲
得
す
る
こ
と
に
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
ニ
カ
ク
が

否
定
表
現
と
共
起
す
る
と
、
ト
ニ
カ
ク
ニ
が
担
っ
て
い
た
「
あ
れ
こ
れ
と
」

と
い
っ
た
複
数
性
を
否
定
す
る
と
い
う
解
釈
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
が

増
加
し
た
た
め
に
、
ト
ニ
カ
ク
ニ
か
ら
引
き
継
い
だ
〈
複
数
〉
を
表
す
ト
ニ

カ
ク
に
は
、「
あ
れ
こ
れ
Ｖ
す
る
対
象
が
な
い

Ｖ
す
る
対
象
は
何
も

＞

な
い

対
象
に
つ
い
て
考
慮
し
な
い
」
と
い
う
語
用
論
的
推
論
が
生
じ

＞

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、
現
代
語
の
ト
ニ
カ
ク
の
中
心
的
意

味
で
あ
る
〈
除
外
〉
の
意
味
獲
得
の
過
程
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

九

ま
と
め

ト
ニ
カ
ク
の
複
合
辞
用
法
の
成
立
に
は
、
述
語
化
と
い
う
構
文
変
化
（
拡

張
）、
否
定
表
現
と
の
共
起
に
よ
る
指
示
性
の
喪
失
に
伴
う
〈
複
数
〉
の
意

味
の
喪
失
と
い
う
意
味
変
化
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

副
詞
は
基
本
的
に
は
連
用
修
飾
と
い
う
機
能
を
も
つ
。
そ
の
副
詞
が
何
ら

か
の
理
由
で
連
体
修
飾
、
ま
た
、
述
語
化
と
い
っ
た
変
化
が
生
じ
た
場
合
、

大
き
な
構
造
変
化
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
稿
は
副
詞
の
構
造
変
化
に

つ
い
て
、
述
語
化
と
い
う
過
程
が
介
在
し
た
こ
と
を
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
他
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
手
近
な
例
を

挙
げ
れ
ば
、
ト
ニ
カ
ク
の
類
義
語
で
あ
る
ト
モ
カ
ク
（
モ
）
が
同
様
の
変
化

の
過
程
を
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

【
付
記
1
】
本
稿
は
、
平
成
二
十
五
年
度
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
総
会
（
二
〇
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一
三
年
一
月
一
二
日
）
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
フ
ロ
ア
よ
り
御
意

見
・
御
教
示
を
受
け
再
考
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
発
表
時
と
は
内
容

が
異
な
る
点
が
多
い
。

貴
重
な
御
意
見
・
御
教
示
を
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
付
記
2
】
本
稿
を
執
筆
中
、
祖
母
山
本
初
子
が
逝
去
し
た
。
学
術
論
文
上
に
記

す
こ
と
に
躊
躇
い
は
あ
る
も
の
の
、
生
前
の
故
人
へ
の
感
謝
を
記
し
た
い
気
持
ち

が
勝
り
、
こ
こ
に
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

注（1
）
「
｜
」
は
休
止
を
表
す
記
号
。

（
2
）
一
文
と
し
て
も
、
二
文
と
し
て
も
解
釈
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
ト
ニ
カ

ク
の
複
合
辞
用
法
の
成
立
に
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
用
例
の
出
典
は
、
次
の
よ
う
に
略
記
す
る
。『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
は

「
旧
」、『
噺
本
大
系
』
は
「
噺
」、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
は
「
新
」、

『
新
編
西
鶴
全
集
』
は
「
西
」、『
CD
-RO
M
版

明
治
の
文
豪
』
は
「
明
」

で
あ
る
。
出
典
が
特
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
論
者
の
作
例
で
あ
る
。

（
4
）
『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』（
小
学
館
）
で
は
、
初
出
例
と
目
さ
れ
る

も
の
と
し
て
虎
清
本
狂
言
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
論
者
が
古
川
（
一

九
六
四
）
に
よ
っ
て
、
該
当
箇
所
の
影
印
部
分
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
と

に
か
く
に
」
と
あ
り
、
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
5
）
ト
モ
カ
ク
モ
と
ト
モ
カ
ク
の
意
味
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
飛
田
・
浅
田

（
一
九
九
四
）
に
記
述
が
あ
る
。

【
調
査
資
料
】
読
解
の
便
を
図
る
た
め
、
表
記
を
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

◆
コ
ー
パ
ス
資
料
：【
国
文
学
研
究
資
料
館
、
http://base3.nijl.ac.jp/】：『
日

本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）、『
噺
本
大
系
』（
東
京
堂
出
版
）、【
ジ
ャ
パ
ン

ナ
レ
ッ
ジ
、
http://w
w
w
.japanknow
ledge.com
/koten/displaym
ain】：

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）、『
CD
-RO
M
版
明
治
の
文
豪
』（
新

潮
社
）、【
国
立
国
語
研
究
所
、
http://nlb.ninjal.ac.jp/search/】『
BCCW
J

（
現
代
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
）』
◆
狂
言
資
料
：
池
田
廣
司
・
北
原
保
雄
（
一

九
七
二
―
一
九
八
三
）『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
の
研
究
本
文
篇
』
上
・
中
・
下

（
表
現
社
）、
内
山
弘
（
編
）（
一
九
九
八
）『
天
正
狂
言
本

本
文
・
総
索
引
・
研

究
』（
笠
間
書
院
）、
北
原
保
雄
・
大
倉
浩
（
一
九
九
七
）『
狂
言
記
外
五
十
番
の

研
究
』（
勉
誠
社
）、
北
原
保
雄
・
小
林
賢
次
（
一
九
九
一
）『
狂
言
六
義
全
注
』

（
勉
誠
出
版
）、
北
原
保
雄
・
吉
見
孝
夫
（
一
九
八
七
）『
狂
言
記
拾
遺
の
研
究
』

（
勉
誠
社
）、
東
京
都
立
大
学
中
世
語
研
究
会
（
編
）（
二
〇
〇
五
）『
狂
言
六
義
総

索
引
』（
勉
誠
出
版
）、
古
川
久
（
一
九
六
四
）『
狂
言
古
本
二
種
』（
わ
ん
や
書

店
）
◆
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
：
Ｊ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
（
著
）・
土
井
忠
生
（
訳
）（
一
九

五
）『
日
本
大
文
典
』（
三
省
堂
）
◆
抄
物
：
岡
見
正
雄
・
大
塚
光
信
（
一
九
七

一
）『
抄
物
資
料
集
成

第
一
巻

史
記
抄
』（
清
文
堂
出
版
）、
岡
見
正
雄
・
大

塚
光
信
（
一
九
七
一
）『
抄
物
資
料
集
成

第
二
巻

四
河
入
海
（
一
）』（
清
文

堂
出
版
）、
岡
見
正
雄
・
大
塚
光
信
（
一
九
七
一
）『
抄
物
資
料
集
成

第
三
巻

四
河
入
海
（
二
）』（
清
文
堂
出
版
）、
岡
見
正
雄
・
大
塚
光
信
（
一
九
七
一
）『
抄

物
資
料
集
成

第
四
巻

四
河
入
海
（
三
）』（
清
文
堂
出
版
）、
岡
見
正
雄
・
大

塚
光
信
（
一
九
七
一
）『
抄
物
資
料
集
成

第
五
巻

四
河
入
海
（
四
）』（
清
文

堂
出
版
）、
岡
見
正
雄
・
大
塚
光
信
（
一
九
七
一
）『
抄
物
資
料
集
成

第
六
巻

毛
詩
抄
・
蒙
求
抄
』（
清
文
堂
出
版
）、
大
塚
光
信
（
編
）（
一
九
八
〇
）『
続
抄
物

資
料
集
成

第
四
巻

漢
書
抄
』（
清
文
堂
出
版
）、
大
塚
光
信
（
編
）（
一
九
八

〇
）『
続
抄
物
資
料
集
成

第
五
巻

古
文
真
宝
彦
龍
抄
』（
清
文
堂
出
版
）、
大

塚
光
信
（
編
）（
一
九
八
〇
）『
続
抄
物
資
料
集
成

第
六
巻

山
谷
抄
』（
清
文

堂
出
版
）、
大
塚
光
信
（
編
）（
一
九
八
〇
）『
続
抄
物
資
料
集
成

第
八
巻

百

丈
清
規
抄
』（
清
文
堂
出
版
）、
大
塚
光
信
（
編
）（
一
九
八
二
）『
続
抄
物
資
料
集

成

第
九
巻

日
本
書
紀
兼
倶
抄
日
本
書
紀
桃
源
抄
』（
清
文
堂
出
版
）
◆
そ
の

他
：
新
編
西
鶴
全
集
編
集
委
員
会
（
編
）（
二
〇
〇
〇
―
二
〇
〇
四
）『
新
編
西
鶴

全
集
』（
勉
誠
出
版
）
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【
辞
書
・
事
典
類
】

◆
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
（
編
訳
）（
一
九
八
〇
）『
邦
訳
日
葡
辞
書
』

（
岩
波
書
店
）
◆
中
村
幸
彦
・
岡
見
正
雄
・
阪
倉
篤
義
（
編
）（
一
九
八
二
―
一
九

九
八
）『
角
川
古
語
大
辭
典
』（
角
川
書
店
）
◆
飛
田
良
文
・
浅
田
秀
子
（
一
九
九

四
）『
現
代
副
詞
用
法
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
）
◆
森
田
良
行
（
一
九
七
七
）『
基

礎
日
本
語

角
川
小
辞
典
7
』（
角
川
書
店
）

【
参
考
文
献
】

川
越
菜
穂
子
（
二
〇
〇
〇
）「「
話
題
の
転
換
」
を
あ
ら
わ
す
接
続
表
現
に
つ
い
て

―
―
「
と
こ
ろ
で
」「
と
に
か
く
」
―
―
」『
帝
塚
山
学
院
大
学
人
間
文
化
学

部

研
究
年
報
』
2
、
帝
塚
山
学
院
大
学

小
池
清
治
（
他
）（
二
〇
〇
二
）『
日
本
語
表
現
・
文
型
事
典
』
明
治
書
院

此
島
正
年
（
一
九
六
六
）『
国
語
助
詞
の
研
究
―
―
助
詞
史
の
素
描
』
桜
楓
社

小
林
好
日
（
一
九
三
六
）『
日
本
文
法
史
』
刀
江
書
院

迫
野
虔
徳
（
二
〇
〇
二
）「
指
示
詞
に
お
け
る
コ
ソ
ア
ド
体
系
の
整
備
」『
語
文
研

究
』
九
四
、
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

佐
藤
宣
男
（
一
九
八
三
）「
と
か
く
（
兎
角
・
左
右
）」
佐
藤
喜
代
治
（
編
）『
講

座
日
本
語
の
語
彙

語
誌
Ⅲ
で
き
る
〜
わ
ん
ぱ
く
』
明
治
書
院

11

塚
原
鉃
雄
（
二
〇
〇
三
ａ
）「「
な
か
な
か
に
」
か
ら
「
な
か
な
か
」
へ
」
濱
田

敦
・
井
手
至
・
塚
原
鉃
雄
（
編
）『
国
語
副
詞
の
史
的
研
究
増
補
版
』
新
典

社
（
初
出
「『
な
か
な
か
に
』
か
ら
『
な
か
な
か
』
へ
」『
大
阪
市
立
大
学
国

語
学
研
究
調
査
冊
子
』
第
一
冊
、
一
九
五
四
年
）

塚
原
鉃
雄
（
二
〇
〇
三
ｂ
）「「
な
か
な
か
」
の
史
的
展
開
」
濱
田
敦
・
井
手
至
・

塚
原
鉃
雄
（
編
）『
国
語
副
詞
の
史
的
研
究
増
補
版
』
新
典
社
（
初
出
「『
な

か
な
か
』
の
展
開
」『
大
阪
市
立
大
学
国
語
学
研
究
調
査
冊
子
』
第
三
冊
、

一
九
五
五
年
）

藤
田
保
幸
（
二
〇
〇
〇
）『
国
語
引
用
構
文
の
研
究
』
和
泉
書
院

松
木
正
恵
（
二
〇
〇
九
）「
複
合
辞
研
究
史
Ⅶ
「
複
合
辞
」
の
体
系
化
を
め
ざ
し

て
―
―
認
定
基
準
の
設
定
と
複
合
辞
一
覧
―
―
」『
学
術
研
究
（
国
語
・
国

文
学
編
）』
五
七
、
早
稲
田
大
学
教
育
学
部

山
崎
誠
・
藤
田
保
幸
（
二
〇
〇
一
）『
現
代
語
複
合
辞
用
例
集
』
国
立
国
語
研
究

所

吉
井
健
（
一
九
九
三
）「
国
語
副
詞
の
史
的
研
究
―
「
と
て
も
」
の
語
史
―
」『
文

林
』
二
七
、
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
国
文
学
研
究
室

渡
辺
実
（
二
〇
〇
一
）『
さ
す
が
！

日
本
語
』
筑
摩
書
房

（
き
よ
た
・
あ
き
ひ
ろ

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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